
 

 

 

 

今大会では、U13・15・17 カテゴリーで予選・本戦を実施します。 

U13・15 カテゴリー男子本戦は１６ドローで８名、女子本戦は８ドローで４名ダイレクトイン。 

U17 カテゴリー男子本戦は３２ドローで１６名、女子本戦は１６ドローで８名ダイレクトイン。 

但し、エントリー数により本戦のドロー数を変更する場合があります。 

 

【ドロー】  

ドロー会議：7月 16日(日) 15:00 よりダイヤモンド TC学園前会議室 

一般公開されたドロー会議のもと、抽選した上で決定します。 

 

【シード】 

 7月度関西ジュニアランキングポイントにより決定。 

 

【シードの位置】 

「財団法人日本テニス協会 テニスルールブック」に準じる 

シード１はドローシートの最上段ライン、シード２は最下段（例、32ドローはライン32） 

 

その他のシードについては、次項の方法でその位置を決めていく 

・シード順位の、３位と４位、５位～８位、９位～１２位、１３位～１６位 の位置は、固定ではなく抽選

となる。（抽選となるシードの数は、 JTAのルールによりドローの大きさによって決まっている。 

 

【予選】 

 本戦ダイレクトインの選手決定後、その次のポイントを持つ上位選手より予選ブロックの数だけ 

 「予選シード」の選手を選考し、各ブロックに振り分ける。 

 

【特別対応をする場合】  

・関西地域以外の府県からエントリーする、その地域でのランキング上位者については、ドロー会議の際

対応を協議する。但し、エントリー締切日までに戦績証明書を提出した選手に限る。 

 

【順位決定戦について】 

要項に記載の通り、関西ジュニアサーキット第3銭までの推薦順位を決定するため、U11・U13カテゴリーに

ついては8位までの順位戦（10ポイントタイブレーク）を実施します。 

雨天や試合の進行などにより試合方法の変更があります。 

※順位戦は、大会によって試合方法・実施対象が異なります。 

 

【順位決定戦の対戦方法について】  

ベスト４は準決勝で負けた同士で３・４位決定戦を行います。 

敗者同士の順位戦については、トーナメントに準じたドローにより実施する。 

※（例）右上のブロックの敗者と、右下のブロックの敗者が対戦 
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